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轟歯､9.布田十人峰

よか 凾� �r�る �,｢�り �+��と �-b�揺 �,��は �.ｲ�い 

読 �4｢�俺 ����留 僵"�力 ����ﾘ���所 �｢����杏 �?｢�v｢�豪 刋2�zr�イ ロ 

み 上 �4r�7G��● 衣 仂u��.��守 居 �*ｲ����ん で 况��,ﾒ�嫌 ね �,��に 琴 �,ﾂ�よ 冉��ﾖ��の 

汁 �,ﾂ�● 幽 ��は �� �� 白�8ﾒ�ら �7B� 舒ﾂ� 

稀 ���,ﾂ�f �,ﾒ�居 舒r�f �r�ず �5r�ち 剏ｻ 

は �,ﾒ�玄 亢2��2�が �,���*��心 �4��正 �.b�紘 

気 冽ﾒ�請 俘��に 亢ﾂ�か 偖ﾒ�に �*��で �,ﾂ�し �.��ど 

が �*b�の �,R�よ �,��ら �,"�励 �,��=一 P ����い �.��ほ 

秦 �,B�坐 做ｲ�い 冩��ぬ �,B�め 同 �r�え �,R�請 /ヽ �*ﾒ�ど 

ら �.��*ﾒ�命 脇 �*b�チ ャ ン ス 凛r�,"�よ う 劍,��,��.��屬�俾��Nﾂ�."�+��兔r�ﾌｲ�,R�に 

ず 呼 

カ 剔� �8ｲ�抜 凉ﾒ�中 劔gｲ� 刄� 

掛 �4｢�鰭 �6ﾒ�リ �*��袷 �,ﾂ�吟 ����ユ ��｢�ル �92�セ 

は �8ｲ�の �8｢�ち �,｢�だ �*��は �,R�リ ����の �4ﾒ�イ 

と �5"�は �8��UB�よ �*��と �� �,ﾂ�い ��ﾂ�42�で �,ﾒ�

字 �,ﾒ�5"�ト ノヾ �52�ち 磨 �*B�で は �,ﾂ�屬�千 A ���+��引 き �+ﾒ�屬�の 下 �,ﾒ��R�節 杏 

辛 冉ﾒ�女 �7ﾒ�,ﾂ�け ����諺 �,ﾒ�⊂1 わ �+�� �,ﾒ�は 倬b�夕 
ヽヽ ′ヽ �,R� �,�� �*b� ��=ヒ 戸 �,"� ��な �62�

ユ �,ﾂ�ち �,"�光 ����ぬ �+��が �r�と �+��げ 冢r�プ 

ツ �*��ヒ �*｢�る �,���.��毒､ 偬��る �.��な ����リ ヽ 

フ ����� �+��ヽ′ 凾｢ �+R��"�

リ と �,ﾂ�5B�5b�,ﾂ�+R�,b�ク 僣���r��*"�.｢���大 事 刄� ��ﾂﾘ���"�刄S マ 運 ぶ ( ツ ヨ 吟 ＼J 劍8｢�ツ ヨ 吟 ) 窒�62�8��ｾ����耳�ﾂ�シ チ 演 し 



け �-ﾂ�や 遅*ﾒ�ll お �,ﾂ�ゐ≡ 卜息l �*B�む �.r�な �,ｲ�l つ �+ｲ�ﾂ�れ �+ﾒ�

稽 亂｢�役 仆b�l 】 立 冒 階 1は 正 俘�����,ﾒ�92�����無 乂��名 僖��剛. ��b����l 例 ��ﾂ�

古 は 脂 刎���ﾂ�不 足 で �*"�剏p ぎ は �*B�¥r�ﾞﾒ�理 に 出 �,�����_育 弍｢�罫����吟 ��会 ��ﾂ�,ﾂ�ﾆﾒ�
の 曲 劔劔m��+R���ﾂ�に 請 �,��,ﾒ�I つ 劍��

序` に 従 仭2�も �,ﾒ�確 に 発 �,b�茎 �,��重 �,B��"�つ �/��,R��r�吟 �*B�進 ん で 侘2�,��:��
=一 �� � �� ��ノヽ �*��ﾈ.���� 

ロ に �,��び 剽ｧ 冒 �ｨ,b�港 �+"�を 劍ｾb�砥 

つ 弔�7ｲ�ど �,b�士 戸 剞ﾟ �,ﾂ� 俛��-��.b�自 己 紹 �,��月ー ��参 仞��

て 亶ﾉZ��������ら 倩ﾂ�は 鳴�ﾂ�����ﾂ�����を 凉ﾒ�は 劍,"�正 �,ﾂ�l加 i I ら I l �,ﾒ�

ず 倡��一軍 剄ｿ 弌��ず 劍*ﾒ�し 鳴�俯��

よ く 劍-��.b�*B�ﾂ�ﾂ�ﾂ����.｢�.������ �����ﾂ�-土ヒ コ言 風 ∃ �*ﾒ���ﾂ�剽� 

稽 兔r�ヤ �4��オ 白�����ﾎ2�紅 白���R�無 凉��I l 中 �,ｲ�l ツ 亦��ﾒ�礼 ��R�
言､ P 冉ﾒ�セ �4��シ 窒� �� �?ﾂ�ば �8��ワ �� 

休 綿5b�)) 冽r�リ 努��イ �,ﾂ�の �,��地 �.��吟 ����イ �(ｲ�

め ��6R�の ��は �,ﾒ�ロ �*��請 ��シ �,��の �,ﾒ���

ば ��ﾂ� 白� 噸��) ����T �4�� �� ��

請 �,"�文 �,B�Jbi ��r�入 �,ﾂ�真 �,��の �8｢�中 �-��倭 �r�

ら 筈ﾊB�辛 傚��ず �r�の 仗��の 刎��気 �5B�同 �,��行 �*2�

と �,R�カ ��シ �� �+R�謡 �� �5b�じ ��ﾂ�の �,"�

ま �5b�ル 儿��ツ �,"�は 仞R��6ﾒ�ち �8��】局 �*ﾒ�内 �,B�

る i I �62�ク �ｨ�����������カ �,B�若 �62���ｲ�に �4｢� ����

卜 偬��顔 �8｢�カ �*"�レ 剔� ���8ﾒ�ロ �,��び 凾ﾇ 

リ �.��に l 】 �,b�カ 冢r�た 刄m �*B�ン �.��し 剞h 

と 劔■リ め に 】 �,��,B�け で 刄� 也 �.b�*B�,��ギ 凾ｰ に i 凾ﾇ と 
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京 �+r�せ �.��ひ �*b�し �-ﾒ�-������.B�l考 �+2�あ �,H�｢�Lえ l �+X��爾�ふ 

A ｢ 鳴����扇 �.��拍 �;��I 姿 侈��l 目 刎��聴 �5B�上 歌 下 歌 ク セ ロ ン ギ 拍 子 A E】 �5b�ｾr����,ﾒ��2����鈔�-ﾂ�.��i遠1 号雲 I l l I 【 i ���｢�不 

日 �+ﾂ� �,ﾂ�子 �� ��杏 ��き �5b�劍.b� 

の �,��の �,��A ロ �,��正 �r�動 か す �,�����,"�て �4��劍.��の 

師 ����級 �,��拍 仂��し �,ﾒ�剌� �8｢�劔���稽 

い 綿,"� �,R� �.r�� ��剪� 

は �+r�は �,｢�不 �.��胸 �+��と 辻�は ���5｢�劔+"�が 
A ｢ �*��正 �,ﾒ�A 口 儺ｲ�張 �,��心 俘��謡 �42�劍���花 

日 ��ﾂ�式 佝ﾒ�杏 謡 い 分 け ! F I 】 i �+��uﾂ���り 肩 港 し i l l l l 俐r�が 冦｢�上 僣��劍,b�咲 
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轟歯
歌かるた青首

虞刈

さく

難波津に笑や此の花冬龍もり

今は春べと咲くや此の花

古今集序　　王仁

6　蟻通
雨雲の立ち重なれる夜半なれば

ありとほしとも恩ふべきかは

貫之集　　紀　貫之

｢1
十葵上

-　　　-　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　-

｢

.~寸

寄り人は今ぞ寄り来る長浜の
産毛の駒に手綱ゆり懸け先代葛事詠歌本記御託の歌

安宅
これやこの行-も帰るも別れては

知るも知らぬも逢坂の関

後撰集　　　蝉丸

了　井筒

筒井筒井筒に懸けしまろがたけ
老いにけらしな妹見ざる間に

伊勢物語
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2　阿漕

伊勢の海阿漕が浦に引く網も
度重なれば斬れにけり

古今和歌六帖　詠人不知

5

敦盛
淡路潟通ふ千鳥の声聞けば

寝覚も須磨の関守は誰そ

金葉集　　源　兼昌

8　浮舟

橘の小島の色は変らじを
この浮舟ぞ寄辺知られぬ

源氏物語浮舟の巻



9　雨月

月は洩れ雨はたまれととにか-に
蟻が軒端を葺きぞわづらう

選集抄巻五　江口桂本ノ尼の連歌

12　江口

世の中を厭ふまでこそ難からめ
億の宿りを惜しむ君かな

新古今集　　　西行

15　朗鵡小町雲の上はありし昔に変らねど

たまだれ

見し玉簾の内やゆかしき
十訓抄第一ある女房

うねめ

10　采女

わ卓rもこ

我妹子が寝ぐたれ髪を猿沢の
池の玉藻と見るぞ悲しき

大和物語･拾遺集　柿本人麻呂

13　老松
君が代は千代に八千代にさヾれ石の

巌となりて苔のむすまで

和漢朗詠集　　　詠人不知

16　小塩大原や小塩の山も今日こそは
神代のことも思ひ出づらめ

古今集･伊勢物語　在原業平
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〓　雲林院

よ

春風は花のあたりを避ぎて吹け
心づからやうつろふと見む

古今集　　藤原好風

14　大江山

土も木も我が大君の国なれば

やとり

何処か鬼の栖なるらむ

太平記　　　紀　朝雄

17　妖捨我が心慰めかねつさらしなや

をはすて
妖捨山に照る月を見て

古今集　　詠人不知



18　大原御幸

みぎは

池水に汀の桜散り敷きて
波の花こそさかりなりけれ

千載集　　後白河院

21　景清秋釆ぬと目にはさやかに見えねども

風の音にぞ驚かれぬる

古今集　　藤原　敏行

24　賀茂

石川や蝉の小川の清ければ
月も流れを尋ねてぞ澄む

新古今集　　鴨　長明

19　女郎花

をみなめし

名に愛でて折れるばかりぞ女郎花

我落ちにさと人に語るな

古今集　　僧正遍昭

22　葛城

しもとかつらぎ
楚樹ゆふ幕城山に降る雪は

間な-時なく恩はゆるかな

古今集　大歌所御歌

25　通小町
風の吹くにつけてもあなめあなめ

すすき

小野とは言はじ薄生ひたり
江家次第･古事談･柚中抄等上旬伝小町　下旬伝業平
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かきつばた

20　杜若
から

唐ころも着つつ馴れにし妻しあれば

遥々釆ぬる旅をしぞ恩ふ古今集･伊勢物語　在原業平

かなわ
繊輪

くも

蜘の練に荒れたる駒は繋ぐとも

二道か-る人は頼まじ
出典なし　能本作者の創作か

26　耶耶

我が宿の菊の白露今日ごとに

幾世積りて淵となるらむ
拾遺集　　清原元捕



清経
うたたね

傾寝に懸しき人を見てしより夢てふものはたのみ初めてき

古今集　　小野小町

30　玄象　けんじ一う

まか

懸ひ侍びて泣-昔に紛ふ浦波は

恩ふ方より風や吹-らん

源氏物語　須磨の巻

33　樺川

年を経て花の鏡となる水は
散りか～るをや曇るといふらむ

古今集

鞍馬天狗

くや

今日見ずは悔しからまし花盛り
咲きも残らず散りもはじめず

謡曲拾葉抄は源頼政の歌とする

こごう

31　小菅

秋の夜の月毛の駒よわが恋ふる

かけ

雲井を摺れ時の間も見む

源氏物語　明石の巻

34　賓盛
もみぢ葉を分けつ～行けば錦着て

家に帰ると人や見るらむ

後捷集
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29

くれは

呉服
君が代は天の羽衣稀に来て

撫づとも轟きぬ巌ならなむ

拾遺集　　詠人不知

32　西行桜

埋れ木の人知れぬ身の行方にも

心の花は残りけるぞや
謡曲拾葉抄は西行の歌とする

35　志賀

雪ならば洩たび柚を排はまし

花の吹雪の志賀の山越
出典不明　作者不明



36　俊寛

濡れて干す山路の菊の露の間に

ちとせ

いつか千年をわれは経にけむ

古今集　　素性法師

39　隅田川名にし負はばいざ言問はむ都鳥
わが恩ふ人はありやなしやと

古今集･伊勢物語　　在原業平

42　開寺小町

享さ

侍びぬれば身を藻の根を絶えて
誘ふ水あらば往なんとぞ恩ふ

古今集　　　小野小町

37　俊成忠度
さ～なみや志賀の都は荒れにしを

昔ながらの山桜かな

千載集　　詠人不知

40　住吉詣
みをつくし

浮標恋ふるしるしにここまでも

めぐ
廻り逢ひける縁は深しな

源氏物語　浮標の巻

43　蝉丸

世の中はとにもかくにもありぬべし

宮も藁屋も果しなければ

新古今集　　蝉丸
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38　昭君

散りか～る花の木陰に立ち寄れば

空に知られぬ雪ぞ降り-る

拾遺集　　紀　貫之(下の句のみ)

41　西王母みちとせな三千歳に生るてふ桃の今年より
花咲-春に過ひにけるかな

拾遺集　　凡河内窮恒

44　草子洗小町

享さ

蒔かな-に何を種とて藻の
波のうねうね生ひ茂るらん

出典なし　能本作者の創作か



4 5　卒都婆小町

極楽の内ならばこそ悪しからめ
そとは何かは苦しかるべき出典なし　能本作者の創作か

48　龍田

龍田川紅葉乱れて流るめり
渡らば錦中や絶えなん古今集　　　詠人不知

51　土蜘妹
我が背子の来べき宵なりさ～蟹の

く■℃

妹のふるまひかねて知るしも

古今集　　衣通姫

誰をかも知る人にせん高砂の

松も昔の友ならなくに古今集　　藤原興風

49　玉葛

たまかづら

恋ひわたる身はそれならで玉葛
いかなるすぢを尋ね来ぬらむ

源氏物語　玉葛の巻

終止

かけい

呉竹の寛の水はかはるとも

･フち

住みあかぎりし宮の中かな平家物語　　平　経正
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一4 7　忠度

行き暮れて木の下蔭を宿とせば

ある.じ

花や今宵の主ならまし
平家物語　　平　忠度

50　田村

唯頼めしめじが原のさしも草

われ世の中にあらん限りは新古今集　伝清水観音御歌

53　定家

玉の緒よ絶えなば絶えねながらえば

忍ぶることの弱りもぞする新古今集　式子内親王



54　東岸居士

百千鳥さへづる春は物ごとに

i

あらたまれどもわれぞ古りゆ-

古今集　　詠人不知

道明寺
君が住む宿の梢を行-行-ち隠る～ま～にかへり見ぞする

拾遺集　　菅原道真

60　朝長

雪の内に春は乗にけり駕の

こほ

凍れる涙今や解-らむ

古今集　　二憶后

55　道成寺

山寺の春の夕暮れ来て見れば

いh′あ].

入相の鐘に花ぞ散りける
新古今集　　能因法師

融
君まさで煙絶えにし塩竃の

うら淋し-も見え渡るか

古今集　　紀　貫

61　難波高さ屋に昇りて見れば煙立つ

民の竜は賑ひにけり
新古今集　伝仁徳天皇御歌
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56　東北

春の夜の闇はあやなし梅の花

色こそ見えね香やは障るゝ

古今集　　凡河内窮恒

木賊

とくさ

木賊刈る園原山の木の間より
みか

磨かれ出づる秋の夜の月
夫木和歌抄　　源　仲正

62　錦木

綿木は立てながらこそ朽ちにけれ

けふ
狭布の細布胸あはずして

後拾遺集　　能因法師



ぬえ

63　鶴
はととぎす

郭公名をも雲井にあぐるかな
弓張月のいるにまかせて

平家物語上旬藤原頼長下旬源三位頼政

66　白楽天

あした

初春の朝ごとには来たれども

す与か

あほでぞかへる本の栖に

古今秘抄･曽我物語

69　鉢木
的とめて柚うち梯う蔭もなし

佐野のわたりの雪の夕暮
新古今集　藤原定家

64　野宮神垣はしるしの杉もなきものを

いかにまがへて折れる榊ぞ

源氏物語　榊の巻

67　羽衣

かよひぢ

天津風雲の通路吹き閉ぢよ

とと

乙女の姿暫し留めん
古今集　　良卑宗貞

はなかたみ

70　花置頼めたゞ柚ふれ馴れし月影の
暫し雲井に隔てありとも

出典なし　能本作者の創作か
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65　野守

天の原ふりさけ見れば春日なる

三笠の山に出でし月かも

古今集　　阿部仲麿

はしとみ

68　半蔀折りてこそそれかとも見め黄昏に

ほのぼの見ゆる花の夕顔

源氏物語　夕顔の巻

71　班女

懲すてふ我が名はまだき立ちにけり

人知れずこそ恩ひ初めしか

拾遺集　壬生忠見



｣

むす
水掬ぷ釣瓶の縄を繰りかへし

昔に帰れ白川の波

出典なし　能本作者の創作か

7 5　富士太鼓

信濃なる浅間の獄も燃ゆるといへば

不二の煙のかひやなからむ

78　舟橋あづまじ
東路の佐野の舟橋取りはなし

おやさいも
親し離-れば妹に連はぬかも

万葉集　　詠人不知

73　雲雀山
五月待つ花橘の香をかげば

昔の人の柚の香ぞする
古今集　　　詠人不知

76　藤戸

す

海士の刈る藻に栖む虫の我からと
音をこそ泣かめ世をば恨みじ

古今集

79　船弁慶世の中の人は何とも岩清水
澄み濁るをば神ぞ知るらむ

石清水八幡の神詠

柚ひぢて結びし水の凍れるを
春立つ今日の風や解-らむ

古今集　　紀　貫之

77　二人静
見渡せば松の葉白し吉野山

幾夜積もりし雪にかあるらむ

拾遺集　　平　兼盛

80　放下僧ひかぬ弓放さぬ矢にて射る時は

はす

当らずしかも外さざりけり

夢窓国師の歌



81　巻絹
おと｢なし

音無にかつ咲き初むる梅の花
匂はぎりせば誰か知るべき

沙石集　後嵯峨上皇

熊野参詣供奉の人夫詠

3　111##水の面に照る月なみを数ふれば

今宵ぞ秋の最中なりける

87　紅葉狩

しからみ

山川に風の懸けたる柵は
流れもあへぬ紅葉なりけり

古今集　　春道列樹

82　松風

お

立ち別れ稲葉の山の峰に生ふる

松とし聞かば今帰り来む
古今集　　　在原行平

85　三輪

一匂

山田守るそほづの身こそ悲しけれ

秋果てぬれば訪ふ人もなし
続古今集　　玄賓僧都

8 8　盛久

見渡せば柳桜をこき交ぜて

都ぞ春の錦なりける

83

古今集

83　松虫秋の野に人松虫の声すなり
我かと行きていざとむらはむ

古今集

詠人不知

めかり

86　和布狩り

とど

春秋の雲井の雁も留め得ぬ

たまづさ

誰が玉章の文字の関守
新勅撰集　　藤原公経

89　屋島
照りもせず曇りも果てぬ春の夜の

騰月夜にしくものぞなき
新古今集　　　大江千里



90　山姥
おとフこち

遠近のたづさも知らぬ山中に

おぼつかな-も呼子烏かな古今集　　詠人不知

ゆみやわた

93　弓八幡ささ･S音　　　　　　　　か　ぐら二月の初卯の神楽おもしろや
Aノた

楓へや楓へ日影さすまで
藻堕草は八幡大菩薩神詠とする

96　養老

松蔭に千代を映せる緑かな
さも潔さ山の井の水

出典なし　能本作者の創作か

91　夕顔
山の端の心も知らで行-月は

うはの空にて影や絶えなん

源氏物語夕顔の巻

●.=j bhR一乙rJ

9占月申エいかにせむ都の春も惜しけれど

あづま

馴れし東の花や散るらん

むすめ

平家物語　熊野が女侍従

97　吉野静購やしづ嬢の環苧練りかへし
むかしを今になす由もがな

伊勢物語　　詠人不知
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9 2　遊行柳

道の辺に清水流る～柳蔭
暫しとてこそ立ちとまりつれ

新古今集

95　楊貴妃尋ね行-幻もがな博にても

魂の在虜はそこと知るべく源氏物語桐壷の巻

98　頼政我が庵は都の巽しかぞ住む
世を宇治山と人はいふなり

古今集　　書撰法師



よろばし
弱法師

住吉の松の木間より眺むれば
月落ちか～る淡路島山源三位頼政集　源　頼政羅生門

つくづくと春の眺めの淋し善は
しのぶ

忍に侍ふ軒の玉水新古今集　　　大僧正行慶

85
























































